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デザイン支援システムの構築と運用

─工業デザインにおける感性工学的アプローチ─

著 者 萩原祐志
発 行 海文堂出版，2003

（A5判，137ページ，1800円（税抜き））

本書は，工業デザインの支援システム（DSS : Design Support Sys-
tem）の構築方法の解説とその適用事例の報告である．
工業デザインが必要とされる領域は，近年ますます広がりつつあ
り，工業デザインに携わる人の負担はますます大きくなりつつあ
る．本書で解説される DSSは，工業デザイナーの行う業務のうち，
特に「形と色に関する計画と設計」を狭義の工業デザインと定義
し，この作業の支援を目的とするものである．
工業デザインの目的は，製品の基本性能や制約条件を満たしつ
つ，より洗練されたデザイン案を生み出すことである．しかしなが
らデザイナーは，それと同時に検討用資料としての代替案を数多く
作成・描画することも要求されることが多い．この結果，本来の良
いデザインの創出にかける時間が少なくなってしまうという本末転
倒が生じている．こうした問題に直面しているデザイナーを支援す
るためには，新たなデザイン案の創出・作成のための作業時間を直
接減らすようなシステムが必要である．すなわち，具体的な画像を
示すと同時に，様々な製品デザインに適用できる柔軟性を兼ね備え
たシステムが必要になるわけである．
しかし，従来のデザイン開発支援の研究では，そのほとんどが開
発の初期段階における調査・企画での概念設計を支援するものであ
り，多数のデザイン案を作成して直接表示するというものではな
かった．この点で，本書で示されている DSSは，よりデザイナー
の業務に密着したツールとなることを指向し，さらに直感的なデザ

イン案の評価を可能にすることでユーザ参加型デザインを促進する
ことを目的としていると言える．
本書の前半では，まず DSSの構築方法が紹介される．DSSでは，

まず製品企画の計画図面を簡略化した基本図形を作成する．次に，
その基本図形を特徴づける要素を規定し，それをパラメータ化して
その値を変化させることで，図形を変形させて，バリエーションを
作成する．このパラメータの値の算出には，重回帰モデル，ファ
ジィ推論モデル，ニューラルネットワークモデル等の推論モデルが
利用可能だが，本書では主にファジィ推論モデルを利用して，デザ
イナーの創造力を刺激するようなデザイン案の作成にも成功してい
る．本書後半では，利用事例の紹介を通じて，DSSの利用可能性
が示されている．DSSを活用すれば，単なるデザイン業務の合理
化のみならず，ユーザが直接デザインの可能性を探った結果を開発
に反映させられるようになることも期待される．
本書は工業デザイナーと製品ユーザを対象としているため，理論
的な説明は抑えられ，記述は具体的かつ平明でわかりやすい．更
に，各章では工業デザインが製品開発に果たすべき役割についての
筆者の見解が述べられるなど，単なる支援システムの解説書の範囲
を超えたものとなっている．この意味で，デザイナー，製品ユーザ
のみならず，製品開発に携わる人には，本書は広く一読の価値があ
ると言えよう．

（産業技術総合研究所・富澤拓志）
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